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昭
和
恐
慌
下
の
企
業
収
益
の
悪
化
を
背
景
に
し
て
、
一
九
三
一
（
昭
和

六
）
年
四
月
、
重
要
産
業
統
制
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
の
目
的
は
、
重

要
産
業
に
お
け
る
稼
働
率
や
販
売
・
価
格
の
カ
ル
テ
ル
を
強
化
し
、
収
益

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
設
備
拡
張
を
抑
制
し
て
稼
働
率
を
維
持
し
、

産
業
合
理
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
業
界
で
締
結
し
た
協
定
を
届

出
制
と
し
て
、
政
府
は
価
格
や
稼
働
率
を
監
督
し
、
必
要
に
応
じ
て
協
定

加
盟
者
や
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
協
定
へ
の
服
従
を
命
じ
る
な
ど
し
て
、
市

況
の
安
定
を
強
力
に
推
進
し
た
。
そ
の
一
方
、
協
定
が
公
益
に
反
す
る
場

合
は
、
協
定
の
変
更
や
取
消
を
命
じ
得
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

実
際
に
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
ま
で
規
制
を
発
動
し
た
の
は
、
セ
メ
ン
ト
製

造
業
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
が
、
同
法
を
機
に
カ
ル
テ
ル
協
定
は
増
加
し
、

市
場
の
需
給
調
整
に
政
府
が
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ

年
に
は
、
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
工
業
組
合
法
も
、
従
来
の
重
要
輸
出

品
工
業
組
合
法
を
改
正
す
る
形
で
制
定
さ
れ
、
組
合
に
よ
る
施
設
、
検
査
、

原
料
購
入
等
の
共
同
事
業
を
促
進
し
て
、
生
産
費
の
低
減
や
、
地
域
カ
ル

テ
ル
に
よ
る
需
給
の
安
定
と
合
理
化
を
推
進
し
た
。
こ
う
し
た
一
九
三
〇

年
代
前
半
に
盛
ん
に
な
っ
た
民
間
団
体
の
協
調
行
動
は
、
そ
の
後
の
「
官

治
的
統
制
」
と
の
対
比
で
「
自
治
的
統
制
」
と
呼
ば
れ
た
。

一
方
で
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
軍
需
工
業
動
員
法
に
よ
り
、
戦

時
に
際
し
て
は
軍
需
産
業
と
関
連
部
門
へ
集
中
的
に
資
材
、
労
働
力
、
資

金
を
動
員
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
政
府
が
需
給
関
係
を
「
官
治
的
」

に
統
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
満
洲
事
変
後
の
国
際
対
立
を

境
に
急
速
に
高
ま
っ
た
。
具
体
的
な
検
討
は
、
二
七
年
に
設
置
さ
れ
た
資

源
局
が
進
め
、
戦
時
動
員
の
基
本
方
策
や
法
令
を
ま
と
め
た
総
動
員
基
本

計
画
や
、
紛
争
発
生
時
に
激
増
す
る
軍
需
物
資
、
労
働
力
、
輸
送
・
通
信

施
設
に
関
す
る
需
給
調
整
計
画
を
、
秘
密
裏
に
策
定
し
て
い
た
。

国
際
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
動
き
と
並
行
し
て
、
重
要
物
資
の
自
給
ブ
ロ

ッ
ク
の
形
成
や
市
場
へ
の
強
力
な
政
策
介
入
に
よ
る
「
国
防
国
家
」
の
建

設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
、
新
官
僚
や
革
新
官
僚
も
台
頭
し
た
。
一
九

三
四
年
の
石
油
業
法
や
三
六
年
の
自
動
車
製
造
事
業
法
、
三
七
年
の
製
鉄

事
業
法
な
ど
に
は
、
そ
う
し
た
政
策
思
想
が
色
濃
く
表
れ
て
お
り
、
二
・

二
六
事
件
後
に
広
田
弘
毅
内
閣
が
決
定
し
た
「
国
策
の
基
準
」
で
は
、
日

満
支
三
国
の
協
力
に
よ
る
国
防
国
家
建
設
が
謳
わ
れ
た
。

一
九
三
七
年
五
月
成
立
の
近
衛
文
麿
内
閣
は
、
大
規
模
な
軍
備
拡
張
を

打
ち
出
し
、
そ
の
た
め
の
政
策
を
「
国
際
収
支
の
適
合
」「
物
資
需
給
の
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調
整
」「
生
産
力
拡
充
」
の
財
政
経
済
三
原
則
に
整
理
し
、
官
治
的
統
制

が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。
同
年
七
月
に
発
生
し
た
日
中
間

の
軍
事
衝
突
が
拡
大
す
る
中
で
、
そ
れ
ま
で
準
備
さ
れ
て
き
た
国
防
国
家

構
想
が
一
挙
に
実
現
し
た
。
九
月
に
は
株
式
・
社
債
や
銀
行
の
設
備
資
金

融
資
な
ど
の
長
期
資
金
が
不
要
不
急
産
業
に
流
れ
る
こ
と
を
抑
制
す
る
臨

時
資
金
調
整
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
時
に
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
も
制

定
さ
れ
て
、
三
七
年
一
月
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
為
替
管
理
を
拡
充
し
、

貿
易
品
の
輸
入
許
可
に
限
ら
ず
、
広
範
な
物
資
の
全
面
的
な
需
給
調
整
が

始
ま
っ
た
。
政
府
に
対
し
て
全
般
的
な
指
揮
権
を
認
め
る
軍
需
工
業
動
員

法
も
発
動
さ
れ
た
。

一
九
三
七
年
一
〇
月
に
は
陸
軍
軍
需
動
員
計
画
が
発
令
さ
れ
、
軍
需
が

劇
的
に
拡
大
さ
れ
る
と
、
軍
需
関
連
輸
入
を
優
先
す
る
た
め
の
外
貨
の
割

当
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
外
貨
割
当
が
、
戦
時
統
制
経
済
の
根
幹
で
あ
り
、

三
八
年
か
ら
始
ま
る
企
画
院
の
物
資
動
員
計
画
の
原
型
と
な
っ
た
。
物
資

動
員
計
画
は
一
年
間
の
陸
海
軍
需
と
民
需
を
査
定
し
て
総
需
要
量
と
し
、

こ
こ
か
ら
国
内
の
生
産
、
在
庫
取
崩
し
な
ど
で
供
給
可
能
な
量
を
差
し
引

き
、
残
り
を
輸
入
で
補
塡
す
る
形
で
需
給
を
一
致
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

輸
入
総
額
は
、
輸
出
総
額
や
産
金
量
や
正
貨
の
取
崩
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

設
定
可
能
額
な
ど
か
ら
推
計
し
、
需
要
全
体
で
調
整
し
た
。
貿
易
業
界
、

産
業
団
体
に
対
し
て
は
、
所
管
省
か
ら
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
に
基
づ

く
各
種
の
配
給
統
制
規
則
や
使
用
制
限
規
則
が
次
々
に
発
令
さ
れ
、
計
画

に
沿
っ
た
物
資
の
使
用
と
生
産
や
製
品
販
売
の
統
制
が
本
格
化
し
た
。
業

界
独
自
の
需
給
調
整
や
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
た
カ
ル
テ
ル
団
体
、
工
業

組
合
、
商
業
組
合
、
共
同
販
売
会
社
な
ど
は
、
こ
の
配
給
統
制
規
則
で
原

料
割
当
機
関
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
自
治
的
統
制
機
関
は
そ
の
機
能

を
生
か
し
た
格
好
で
、
総
動
員
諸
計
画
に
組
み
込
ま
れ
た
。
軍
需
工
業
動

員
法
に
代
わ
っ
て
、
人
的
・
物
的
資
源
や
資
金
の
需
給
関
係
に
全
面
的
な

政
府
統
制
を
認
め
る
国
家
総
動
員
法
も
三
八
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
。

一
九
三
九
年
度
か
ら
の
諸
計
画
は
、
物
資
動
員
計
画
を
基
礎
に
体
系
性

を
整
え
る
た
め
、
企
画
院
を
中
心
に
関
係
各
省
庁
の
関
係
官
を
組
織
し
た

物
資
動
員
委
員
会
、
貿
易
委
員
会
、
労
務
動
員
委
員
会
、
資
金
統
制
委
員

会
、
交
通
電
力
動
員
委
員
会
、
総
動
員
法
制
委
員
会
な
ど
の
国
家
総
動
員

業
務
委
員
会
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
。
三
九
年
か
ら
物
資
動
員
計
画
は
予

算
制
度
に
合
わ
せ
て
年
度
計
画
と
な
り
、
物
資
配
当
計
画
の
陸
海
軍
へ
の

割
当
に
沿
っ
て
、
兵
器
、
艦
艇
、
航
空
機
等
の
軍
需
動
員
計
画
が
策
定
さ

れ
て
軍
工
廠
や
そ
の
関
係
軍
需
会
社
に
資
材
が
配
分
さ
れ
た
。
ま
た
、
生

産
力
拡
充
計
画
用
、
官
営
事
業
用
、
輸
出
用
、
一
般
民
需
用
な
ど
の
資
材

割
当
も
明
確
化
さ
れ
た
。
こ
の
割
当
を
基
に
生
産
力
拡
充
計
画
で
は
一
五

の
計
画
産
業
に
そ
れ
ぞ
れ
設
備
用
、
運
転
用
（
原
材
料
）、
労
働
者
住
宅

用
の
資
材
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。

不
要
不
急
部
門
へ
の
長
期
資
金
の
流
入
を
抑
制
し
て
き
た
金
融
市
場
統

制
も
、
一
九
三
九
年
度
資
金
統
制
計
画
で
は
、
年
間
の
国
内
貯
蓄
目
標
の



23 重要産業統制法とその後の統制経済について

枠
内
に
、
国
債
・
株
式
・
社
債
の
増
発
、
金
融
機
関
融
資
の
増
額
分
が
納

ま
る
よ
う
調
整
し
、
日
銀
信
用
の
膨
張
を
極
力
抑
え
る
な
ど
の
体
系
化
が

図
ら
れ
た
。
証
券
市
場
で
の
増
資
・
起
債
は
、
国
債
の
新
規
発
行
と
調
整

し
つ
つ
許
可
制
と
な
り
、
計
画
に
沿
っ
て
臨
時
資
金
調
整
法
や
短
期
資
金

を
規
制
す
る
銀
行
投
資
金
運
用
令
（
四
〇
年
）
が
活
用
さ
れ
た
。

労
働
市
場
の
逼
迫
に
対
し
て
、
一
九
三
八
年
七
月
に
は
全
国
の
職
業
紹

介
事
業
を
国
営
化
し
て
、
民
間
軍
需
工
業
、
生
産
力
拡
充
計
画
産
業
へ
の

斡
旋
を
強
化
し
、
同
年
八
月
に
は
学
校
卒
業
者
使
用
制
限
令
に
よ
っ
て
、

新
規
工
鉱
学
校
卒
業
者
の
就
業
を
規
制
し
た
。
三
九
年
一
月
に
は
技
術
者

の
計
画
的
配
置
の
準
備
と
し
て
国
民
職
業
能
力
申
告
令
が
公
布
さ
れ
、
三

月
に
は
工
場
事
業
場
技
能
者
養
成
令
に
よ
っ
て
民
間
企
業
に
技
能
者
養
成

を
義
務
づ
け
、
従
業
員
雇
入
制
限
令
に
よ
っ
て
技
術
者
・
熟
練
工
の
移
動

を
規
制
し
、
賃
金
統
制
令
に
よ
っ
て
顕
著
な
上
昇
を
示
し
て
い
た
技
能
者

の
賃
金
を
抑
制
し
た
。
七
月
に
は
国
民
徴
用
令
に
よ
っ
て
軍
需
工
業
へ
の

労
働
者
の
強
制
配
置
も
可
能
と
し
た
。
一
九
三
九
年
度
か
ら
は
労
務
動
員

委
員
会
の
検
討
を
経
て
労
務
動
員
計
画
も
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
連

の
労
働
市
場
統
制
は
、
四
一
年
一
二
月
の
労
務
調
整
令
に
集
約
さ
れ
、
同

年
一
〇
月
の
労
働
手
帳
法
に
よ
っ
て
個
々
の
労
働
者
を
労
働
手
帳
で
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
日
雇
い
な
ど
一
部
の
職
種
を
除
け
ば
、

ほ
と
ん
ど
抜
け
穴
の
な
い
厳
格
な
移
動
規
制
が
掛
け
ら
れ
、
軍
工
廠
や
軍

管
理
工
場
で
は
国
民
徴
用
令
に
よ
る
現
員
の
徴
用
や
、
一
般
成
人
に
対
す

る
新
規
徴
用
と
い
っ
た
強
圧
的
措
置
も
と
ら
れ
た
。

海
運
業
界
で
は
、
一
九
三
七
年
七
月
、
海
運
大
手
七
社
が
、
第
一
次
大

戦
期
の
異
常
な
海
上
運
賃
の
騰
貴
と
船
舶
の
集
中
発
注
、
そ
の
後
の
経
営

破
綻
と
い
う
事
態
の
再
現
を
避
け
る
た
め
、
海
運
自
治
連
盟
を
組
織
し
て

市
況
の
安
定
を
図
っ
た
。
海
上
輸
送
力
が
総
動
員
体
制
の
重
大
な
隘
路
に

な
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
配
分
も
、
物
動
計
画
の
実
施

と
と
も
に
統
制
さ
れ
た
。
海
運
需
要
が
急
増
す
る
と
、
不
急
不
要
の
輸
送

引
受
を
抑
制
す
る
一
方
、
重
要
物
資
に
つ
い
て
は
、
海
運
組
合
法
（
三
九

年
四
月
）
に
基
づ
い
て
一
一
月
に
設
立
さ
れ
た
海
運
統
制
輸
送
組
合
（
三

五
社
）
に
よ
る
共
同
引
受
を
開
始
し
た
。
同
年
九
月
に
は
配
船
計
画
の
大

綱
を
検
討
す
る
官
民
の
協
議
機
関
と
し
て
、
逓
信
省
に
海
運
統
制
協
議
会

が
設
置
さ
れ
た
。
配
船
自
体
の
計
画
化
は
、
四
〇
年
九
月
の
海
運
統
制
国

策
要
綱
に
よ
っ
て
、
運
航
業
者
の
共
同
引
受
方
式
を
徹
底
さ
せ
る
形
で
進

め
ら
れ
、
海
運
業
界
で
は
、
同
年
一
一
月
に
海
運
統
制
輸
送
組
合
を
改
組

し
て
、
運
航
会
社
九
五
社
を
一
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
し
、
全
国
機
帆
船
海

運
組
合
連
合
会
も
加
え
た
海
運
中
央
統
制
輸
送
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。

太
平
洋
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
大
量
の
船
舶
が
徴
傭
さ
れ
る
と
、
配
船
の

合
理
化
と
運
航
管
理
の
た
め
、
大
型
船
舶
す
べ
て
が
国
家
徴
傭
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
一
九
四
二
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
船
舶
運
営
会
よ
っ
て
海
運

会
社
に
一
元
的
な
運
航
指
示
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
済
団
体
の
自
治
的
統
制
を
完
全
に
国
策
に
同
調
さ
せ
よ
う
と
し
た
一
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九
四
〇
年
の
経
済
新
体
制
構
想
は
、
全
面
化
す
る
官
治
的
統
制
の
硬
直
性

を
批
判
す
る
経
済
諸
団
体
の
反
対
で
緩
和
さ
れ
、
自
治
的
統
制
は
戦
時
統

制
に
協
力
す
る
形
で
残
さ
れ
た
。
四
一
年
以
降
、
重
要
産
業
や
金
融
業
の

団
体
は
鉄
鋼
統
制
会
や
普
通
銀
行
統
制
会
な
ど
の
各
種
統
制
会
に
改
組
さ

れ
、
国
家
総
動
員
諸
計
画
へ
の
関
与
を
深
め
つ
つ
、
政
策
協
力
機
関
と
な

っ
て
い
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
後
半
期
に
厳
格
な
計
画
運
営
が
綻
び
始
め
る
と
、
一
九
四

二
年
一
一
月
に
は
、
内
閣
に
臨
時
生
産
増
強
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
五
大

重
点
産
業
（
航
空
機
、
造
船
、
石
炭
、
鉄
鋼
、
軽
金
属
）
に
絞
っ
て
集
中

的
に
関
係
省
庁
が
行
政
的
介
入
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
五
大
重
点
産
業

に
は
各
種
の
統
制
会
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
会
を
結
成
し
、
優
先
的
な
資
源
配

分
に
協
力
し
た
。
四
三
年
七
月
に
は
内
務
省
の
地
方
経
済
行
政
間
の
連
携

を
強
化
し
、
広
域
行
政
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
を
九
区
に
分
割
し
た
地

方
行
政
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
動
員
行
政
も
航
空
機
関
連
行
政
を
集
中

し
た
軍
需
省
や
、
交
通
・
通
信
行
政
を
一
元
化
し
た
運
輸
通
信
省
が
徹
底

し
た
重
点
措
置
を
実
施
し
、
中
央
・
地
方
行
政
、
業
界
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
総
動
員
体
制
を
支
え
た
。
し
か
し
、
大
量
の
船
舶
が
徴
傭
や
戦
災
に

よ
っ
て
失
わ
れ
、
海
上
輸
送
力
が
急
減
す
る
と
、
総
動
員
諸
計
画
は
破
綻

の
様
相
を
示
し
た
。
四
四
年
後
半
か
ら
は
、
石
炭
、
鉄
鋼
、
塩
の
供
給
が

滞
り
、
四
五
年
に
入
る
と
、
経
済
の
全
般
的
な
麻
痺
が
拡
大
す
る
事
態
と

な
っ
て
、
終
戦
を
迎
え
た
。

重
要
産
業
統
制
法
を
機
に
拡
張
さ
れ
た
自
治
的
統
制
は
、
一
九
四
七
年

四
月
の
独
占
禁
止
法
公
布
に
よ
っ
て
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
同
法
の
適
用
除
外
は
広
範
に
わ
た
り
、
企
業
間
の
協
調
行

動
は
市
場
の
様
々
な
場
面
で
、
そ
の
後
も
重
要
な
役
割
を
果
し
続
け
た
。

一
方
、
官
治
的
統
制
は
、
国
家
総
動
員
法
が
四
六
年
四
月
に
廃
止
（
九
月

末
失
効
）
さ
れ
た
後
、
経
済
復
興
に
向
け
て
資
源
を
集
中
配
当
す
る
た
め
、

十
月
に
臨
時
物
資
需
給
調
整
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
四
九
年
度
に
ド
ッ

ジ
・
ラ
イ
ン
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
強
力
な
官
治

的
統
制
は
後
退
し
、
行
政
指
導
が
そ
れ
に
代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
や
ま
ざ
き
・
し
ろ
う
／
首
都
大
学
東
京 

教
授
）


